
12kamashi syakyo-dayori 

�������

　
私
が
子
供
の
頃
の
大
隈
は
、
春
は

ピ
ン
ク
と
黄
色
と
緑
に
包
ま
れ
、
土

筆
や
芹
を
摘
み
、
れ
ん
げ
草
や
ク
ロ

ー
バ
ー
で
髪
飾
り
や
ネ
ッ
ク
レ
ス
を

作
っ
た
り
、
川
で
メ
ダ
カ
や
タ
ニ
シ
、

男
の
子
は
魚
を
捕
ま
え
、
六
月
に
は
、

ホ
タ
ル
。
夏
は
、
虫
籠
を
ぶ
ら
さ
げ
、

蝉
や
ト
ン
ボ
を
追
い
か
け
、
夜
は
、

美
し
い
天
の
川
を
眺
め
。
古
処
、
馬

見
連
山
が
、
高
く
そ
び
え
る
秋
は
、

稲
刈
り
の
終
わ
っ
た
田
ん
ぼ
の
中
を

走
り
ま
わ
り
。
冬
は
、
つ
ら
ら
を
ま

ぶ
し
く
見
な
が
ら
、
雪
合
戦
や
雪
ダ

ル
マ
を
作
っ
た
り
し
て
、
日
が
暮
れ

る
ま
で
外
で
ワ
イ
ワ
イ
遊
ん
で
い
ま

し
た
。
神
社
の
境
内
、
露
地
…
遊
ぶ

所
は
、
無
限
に
あ
り
ま
し
た
。

　
今
は
、
環
境
も
変
わ
り
、
子
ど
も

の
数
も
減
っ
て
、
外
で
遊
ぶ
人
も
あ

ま
り
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
様
に
思
い

ま
す
。

　
こ
こ
8
年
程
は
帰
省
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
昨
年
、
母
が
病

気
で
入
院
。
そ
の
間
、
娘
と
二
人
何

度
も
帰
省
し
ま
し
た
が
、
大
好
き
な

風
景
も
、
全
く
眼
に
入
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　
母
の
手
術
が
無
事
に
終
わ
り
、
病

状
も
落
ち
着
い
た
10
月
に
休
み
が
取

れ
た
の
で
家
族
で
帰
省
し
ま
し
た
。

　
主
人
が
「
屋
上
か
ら
大
隈
の
町
が

見
渡
せ
て
素
晴
ら
し
い
」
と
、
病
気

に
よ
り
視
力
を
失
っ
た
母
を
病
院
の

屋
上
に
散
歩
に
連
れ
出
し
ま
し
た
。

　
快
晴
の
秋
空
の
下
、
主
人
は
母
の

手
を
取
り
、
「
お
母
さ
ん
、
こ
ち
ら

が
馬
見
山
で
す
よ
」
「
城
山
」
「
カ
ン

ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
」
と
向
き
を

か
え
な
が
ら
、
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

　
元
気
が
な
か
っ
た
母
も
「
今
日
の

心
の
記
憶
を
大
切
に
頑
張
る
か
ら
ね
。

と
て
も
嬉
し
く
て
、
い
い
気
持
ち
だ

っ
た
。
」
と
久
し
ぶ
り
に
良
い
笑
顔

が
見
ら
れ
て
、
本
当
に
良
か
っ
た
。

そ
の
時
の
馬
見
連
山
は
、
昔
と
変
わ

る
事
な
く
、
私
が
一
番
好
き
な
群
青

色
で
優
し
く
見
え
ま
し
た
。

　
都
会
の
人
達
か
ら
見
れ
ば
、
水
も

空
気
も
お
い
し
く
、
自
然
と
人
情
味

あ
ふ
れ
る
ふ
る
里
。
ド
ラ
え
も
ん
の

ど
こ
で
も
ド
ア
が
あ
れ
ば
、
皆
、
田

舎
に
住
ん
で
い
ら
れ
る
の
に
、
と
思

っ
た
り
し
ま
す
。

自
然
豊
か
な
ふ
る
里

神奈川県鎌倉市

松藤眞理さん（55歳）�
大隈町（上町）出身
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※法律相談については、予約が必要ですので、各支部までご連絡をお願い致します。

○社協だより「えがお」は赤い羽根共同募金の配分金で作成されています。

法律相談�
（稲築支部）
13：00～16：00

法律相談�
（山田支部）
13：00～16：00

心配ごと相談�
（山田支部）
13：00～15：00

心配ごと相談�
（稲築支部）
13：00～15：00

心配ごと相談�
（碓井支部）
13：00～15：00

就労相談�
（山田支部）
13：00～15：00

心配ごと相談�
（嘉穂支部）
13：00～15：00

・山田支部→嘉麻市山田ふれあいハウス　（☎53-0838）�
・嘉穂支部→嘉麻市嘉穂老人福祉センター（☎57-3803）　

・稲築支部→嘉麻市稲築住民センター（☎42-0751）�
・碓井支部→嘉麻市碓井千歳会館　　（☎62-3538）

4月の総合相談カレンダー

会
場
案
内

4月の総合相談カレンダー

リ
レ
ー
で
つ
な
ぐ

シ
リ
ー
ズ
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「
下
山
田
古
河
団
地
の
ア
イ
ド
ル
犬
」

こ
と
、
チ
ワ
ワ
の
サ
ン
タ
君
は
、
飼
い

主
の
稗
田
さ
ん
に
と
っ
て
大
切
な
家
族

の
一
員
で
す
。

　
稗
田
さ
ん
と
サ
ン
タ
君
は
、
毎
晩
一

緒
の
布
団
に
寝
る
ほ
ど
大
の
仲
良
し
で

す
。
よ
ほ
ど
寝
心
地
が
良
い
の
か
、
サ

ン
タ
君
は
毎
朝
寝
坊
ば
か
り
。
そ
ん
な

サ
ン
タ
君
を
毎
朝
起
こ
す
こ
と
が
稗
田

さ
ん
の
日
課
と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
起

こ
す
と
不
機
嫌
に
な
る
の
で
大
変
な
ん

で
す
よ
…
」
と
、
ま
る
で
本
当
の
母
親

の
よ
う
で
す
。

　
ま
た
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
稗
田
さ
ん

は
、
サ
ン
タ
君
を
連
れ
て
近
所
の
お
友

達
（
西
さ
ん
・
宮
路
さ
ん
）
の
家
で
過

ご
す
こ
と
が
多
く
、
サ
ン
タ
君
を
囲
ん

で
「
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
」
を
楽
し
む
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
好
物
の
う
ど
ん
を
、
し

っ
ぽ
を
振
り
な
が
ら
つ
る
つ
る
と
食
べ

る
姿
は
愛
嬌
た
っ
ぷ
り
で
、
ま
さ
に
み

ん
な
の
ア
イ
ド
ル
な
の
で
す
。

　
「
サ
ン
タ
が
い
る
と
家
の
中
が
さ
び

し
く
な
い
し
、
和
み
ま
す
ね
。
ま
た
、

友
達
も
よ
く
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
る
の

で
、
う
れ
し
い
で
す
。
」
こ
れ
か
ら
も
、

元
気
い
っ
ぱ
い
の
サ
ン
タ
君
が
み
ん
な

を
和
ま
せ
、
ま
た
、
友
情
の
輪
を
深
め

て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

4月の総合相談カレンダー
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●特集　あなたの一年、嘉麻市社協の一年・・・・・・・・・・・・・・・・
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おじいちゃんの�
料理教室に参加し、得意
料理が増えました。

健康の秘訣は適度に体を動かす�
ことと早寝、早起きだそうです。

尾浦第一
どうまる しげまさ

筒丸 繁昌さん（93歳）

自
然
豊
か
な
ふ
る
里

サンタくん（チワワ）【オス】

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、今
号
で
最
終
回
と�

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

さ
よ
う
な
ら

山
田
高
校
・
嘉
穂
工
業
高
校

〜
60
年
余
の
輝
か
し
い
歴
史
に
幕
〜

上山田駅からの登校風景�
［昭和42年］

嘉穂工業高校での実習の様子�
［電気科：平成15年］

「日の出が丘」と親しまれた嘉穂工業高校�
［昭和40年頃］

桜が満開の燦たり学舎・山田高校�
［平成7年］

さ
よ
う
な
ら

山
田
高
校
・
嘉
穂
工
業
高
校

〜
60
年
余
の
輝
か
し
い
歴
史
に
幕
〜
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 長男の亮汰（３歳）を明見

保育園に預け、昨年の７月か

ら仕事を始めました。

 今の職場で、栄養士の資格

を活かせているので、充実しています。市には、親子で

楽しめるサロンやおはなし会など、集まる場があります

が、もっとたくさん増えればいいなと思います。

りょうた

羽田野 美穂さん・亮汰君�
（藤見台）

 今年は、社協のボランティ

ア活動に参加していろんな人

とのつながりをもつことがで

きました。これからは、稲築地域の人だけでなく、今ま

で関わりが持てていなかった地域の人とのつながりも築

いていきたいと思います。

山下 　徹さん�
（東岩崎）

　昨年４月に福祉施設に就職

し、社会人として新たな１年

を踏み出しました。

　介護職員としての技術はもちろん、人と人とのコミュ

ニケーションの大切さを感じています。

浦田 真美さん�
（上臼井東）

中島 美穂さん�
（上　町）

　子ども達にとって、安

心して住めるまち、自慢

できるまち、ずっと住ん

でいたいと思えるまちに

していくことが、私たち大人の役割だと思います。

　そうなれば私たちにとっても住みよいまちになるので

はないでしょうか。

浜野 美雪さん・翼君�
（さくらが丘）

　子育てをすることも地域の

人とのつながりが大切だと思

います。「困ったときはお互

いさま」と気軽に声かけ、助け合えるそんな嘉麻市にな

るといいですね。

大村 　勝さん�
（熊ヶ畑第一）

 昨年10月に介護保険制度が

改正され何かと慌しい1年間

でした。嘉麻市となり人口も

増え大きな市の誕生にもなりました。

　これから一層に社会福祉を充実させてほしいです。

川上 ハルミさん�
（千　手）

　今も元気に嘉穂の高齢者生

きがいデイサービスに通っ

て、みんな仲良く過ごしてい

ます。

　いつまでも元気にこのデイサービスに通いたいですね。

　
3
月
27
日
で
嘉
麻
市
が
誕
生
し
て
1
年
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
1
年
は
ど
ん
な
年
で
し
た
か
？

　
新
入
学
の
子
ど
も
た
ち
、
社
会
人
に
な
っ
た
方
、
結
婚
さ
れ
た

方
、
退
職
さ
れ
た
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
「
ス
タ
ー
ト
」
が
あ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
嘉
麻
市
社
協
も
合
併
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

　
嘉
麻
市
誕
生
1
年
記
念
特
集
と
し
て
、
昨
年
の
3
月
1
日
に
発

行
し
た
、
社
協
だ
よ
り
の
創
刊
号
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た
市
民

の
皆
さ
ん
に
、
こ
の
1
年
を
振
り
返
っ
て
の
感
想
や
今
後
の
抱
負
、

嘉
麻
市
に
期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

あ
な
た
の
1
年
、�

　
嘉
麻
市
の
1
年
へ
の
想
い

あ
な
た
の
1
年
、�

　
嘉
麻
市
の
1
年
へ
の
想
い

社協だより創刊号の表紙�
（平成18年3月1日発行）

　昨年３月1日に嘉穂南部１市３町の社協が合併し、社会福祉法人嘉麻市社会福祉協議会

（大山博之会長）が誕生しました。

　４月に法人本部を稲築住民センター（嘉麻市稲築総合支所横）に移し、「福祉でまちづ

くり」を合言葉に、地域福祉を一体的に推進していく基盤を整えました。

　合併で、試行錯誤の1年でしたが、介護保険法の改正や障害者自立支援法の施行などで、

新たな福祉ニーズが顕在化した年でもありました。地域で生活する市民の皆さんとの信頼

関係や協働関係づくりを進め、地域の福祉をより高め、「困ったときは社協へ」と思って

もらえる、住民にとってなくてはならない社協をめざしていきます。

設立当初役員会【平成18年3月1日】 第1回評議員会【平成18年3月1日】 嘉麻市ボランティア講座初級編【10月～12月】

子育ち支援講座【10月～11月】 赤い羽根共同募金への協力【10月～11月】 日中一時支援事業【11月～】

おじいちゃんの料理教室 配食サービス 子育て用品リサイクルセンター【2月14日～】

グループホームよかとこの家 訪問介護 高齢者生きがい活動支援事業

嘉麻市社協の1年
～合い言葉は「福祉でまちづくり」～
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ホット�
ニュース�
番外編

教えて下さい！教えて下さい！

　
県
立
山
田
高
等
学
校
と
、
県
立
嘉

穂
工
業
高
等
学
校
が
、
来
年
度
か
ら

県
立
嘉
穂
総
合
高
等
学
校
に
統
合
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
両
校
の
60
年
余

の
輝
か
し
い
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す
日

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　
山
田
高
校
は
、
昭
和
18
年
に
開
校

さ
れ
た
県
立
山
田
中
学
校
を
前
身
に
、

昭
和
23
年
に
県
立
山
田
高
校
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
全

国
に
名
を
馳
せ
た
サ
ッ
カ

ー
部
の
活
躍
を
は
じ
め
、

地
域
住
民
と
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
盛
り
上
げ
た
「
ほ

た
る
祭
り
」、
公
共
施
設
な

ど
に
花
を
植
え
る
「
山
高

フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し

て
き
ま
し
た
。

　
一
方
、
嘉
穂
工
業
高
校

は
、
昭
和
19
年
に
開
校
さ

れ
た
、
財
団
法
人
嘉
穂
工

業
高
校
を
前
身
に
、
昭
和

24
年
に
県
立
山
田
高
校
に

統
合
さ
れ
、
全
日
制
の
工

業
部
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
昭
和
32
年
4

月
に
県
立
嘉
穂
工
業
高
校

と
し
て
独
立
し
、
昭
和
37

年
度
に
は
、
県
内
初
の
電

子
科
（
後
の
情
報
技
術
科
）

を
新
設
す
る
な
ど
、
め
ざ

ま
し
く
進
歩
す
る
電
子
工

業
技
術
の
発
展
に
貢
献
す

る
人
材
の
育
成
に
努
め
て

き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
伝
統
あ
る
2
つ
の
高

校
が
、
嘉
麻
市
か
ら
姿
を
消
す
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
の
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー

ス
は
、「
さ
よ
う
な
ら
、
県
立
山
田
高

等
学
校
、
県
立
嘉
穂
工
業
高
等
学
校
」

と
題
し
、
地
域
の
方
や
卒
業
生
、
元
教

員
な
ど
へ
の
取
材
を
も
と
に
、
歴
史
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ほたる祭りでの模擬店 フラワープロジェクト

��

　
「
山
田
高
校
と
い
え
ば
、
昭
和
23
年

度
の
全
国
大
会
3
位
入
賞
を
は
じ
め
、

輝
か
し
い
歴
史
を
誇
る
サ
ッ
カ
ー
部

で
し
ょ
う
ね
」
と
、
語
っ
て
く
れ
た

の
は
、
昭
和
62
年
よ
り
山
田
少
年
サ

ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
（
小
中
学
生
の
部
）

の
監
督
を
務
め
る
、
西
野
浩
さ
ん
（
昭

和
53
年
卒
業
、
上
山
田
在
住
）
で
す
。

　
昭
和
52
年
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選

手
権
大
会
福
岡
県
大
会
の
決
勝
で
は
、

門
司
工
に
惜
し
く
も
破
れ
、
全
国
大

会
ま
で
あ
と
一
歩
及
び
ま
せ
ん
で
し

た
が
、「
伝
統
の
オ
レ
ン
ジ
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
が
色
褪
せ
る
ま
で
プ
レ
ー
で

き
た
の
が
幸
せ
で
し
た
。
ま
さ
に
青

春
そ
の
も
の
で
し
た
ね
。
」
と
振
り
返

り
ま
す
。

　
西
野
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
「
山
田

高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
を
も
う
一
度
強

い
チ
ー
ム
に
し
た
い
」
と
、
小
中
一

貫
の
チ
ー
ム
を
指
導
。
そ
の
教
え
子

た
ち
が
同
校
サ
ッ
カ
ー
部
に
入
部
し
、

平
成
17
年
に
は
、
28
年
ぶ
り
に
県
大
会

シ
ー
ド
校
に
な
る
な
ど
、
古
豪
復
活

に
山
田
全
体
が
湧
き
上
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
た
ち
に

愛
さ
れ
た
「
学
食
」
を
、
昭
和
54
年

　�

���������
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か
ら
昨
年
の
3
月
ま
で
の
切
り
盛
り

さ
れ
て
い
た
の
は
、
現
在
大
橋
で
お

弁
当
屋
を
経
営
さ
れ
て
い
る
宮
原
邦
誉

さ
ん
、
由
美
子
さ
ん
（
写
真
中
央
）

夫
婦
で
す
。

�����������

　
宮
原
さ
ん
の
お
父
さ
ん
が
、
大
橋

地
区
で
仕
出
し
屋
を
経
営
し
て
い
た

の
で
、
山
高
の
生
徒
と
は
昔
か
ら
縁

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　
部
活
動
を
し
て
い
る
生
徒
に
は
、

よ
く
「
差
し
入
れ
」
を
し
て
い
た
と

い
う
宮
原
さ
ん
。
食
べ
盛
り
の
高
校

生
を
、27
年
も
の
間
支
え
て
き
ま
し
た
。

「
サ
ッ
カ
ー
部
を
応
援
す
る
た
め
、
県

大
会
の
会
場
ま
で
生
徒
た
ち
と
一
緒

に
行
っ
た
こ
と
が
一
番
の
思
い
出
」

と
振
り
か
え
り
、
ま
た
「
卒
業
生
が

結
婚
し
て
、
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に

お
店
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
り
、
外

出
先
で
声
を
か
け
て
く
れ
る
こ
と
が

何
よ
り
う
れ
し
い
」
と
、
親
心
を
の

ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
域
の
方
と
の
交
流
も
盛

ん
だ
っ
た
同
校
で
は
、
毎
年
6
月
に

「
ほ
た
る
祭
り
」
を
開
催
し
て
い
ま
し

た
。
校
内
を
流
れ
る
サ
ワ
ラ
デ
川
は
、

こ
の
時
期
に
な
る
と
蛍
が
飛
び
交
う

こ
と
か
ら
、
地
域
の
住
民
や
行
政
な

ど
と
協
力
し
て
運
営
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
ま
ち
を
花
で
き
れ
い
に
し

よ
う
！
」
と
平
成
13
年
か
ら
始
め
ら

れ
た
「
山
高
フ
ラ
ワ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
は
、
公
共
施
設
な
ど
に
色
と

り
ど
り
の
花
を
植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー

を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。

　
中
央
サ
ワ
ラ
デ
福
寿
会
（
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
）
の
坂
本
美
雪
さ
ん
は
、

「
生
徒
の
皆
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
盛
り

上
げ
た
ほ
た
る
祭
り
は
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
。」
と
、
振
り
返
り
ま
す
。

　
同
会
の
メ
ン
バ
ー
の
多
く
が
同
校

の
卒
業
生
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
の

12
月
に
「
最
後
の
訪
問
」
が
実
現
し

ま
し
た
。
64
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
パ

ネ
ル
や
、
校
舎
に
掛
け
ら
れ
た
垂
れ

幕
を
見
る
と
、
思
い
出
が
詰
ま
っ
た

母
校
が
閉
校
に
な
る
さ
び
し
さ
が
こ

み
上
げ
て
き
た
そ
う
で
す
。

　
校
舎
に
掛
け
ら
れ
た
「
さ
よ
う
な

ら
山
高
　
さ
よ
う
な
ら
燦
た
り
学
舎
」

の
垂
れ
幕
の
「
燦
た
り
学
舎
」
は
、

校
歌
の
1
節
で
す
。
燦
々
と
輝
く
歴

史
と
と
も
に
歩
ん
だ
山
田
高
校
。
3
月

1
日
、
最
後
の
卒
業
生
42
名
が
母
校

を
巣
立
ち
ま
す
。

指導者として活躍する�
西野浩さん

中央サワラデ福寿会の皆さん

嘉
穂
工
業
高
校
編

く
に
た
か遊人の杜のログハウス（角七さん右から2人目）

さようなら、県立山田高等 学校、県立嘉穂工業高等学校さようなら、県立山田高等 学校、県立嘉穂工業高等学校
～消えゆく学び舎、されど母 校への想いは胸にしっかりと～

か
く
し
ち
　 

た
だ
し

さ
ん

山
田
高
校
編

����������������������

　
私
立
の
工
業
学
校
と
し
て
ス
タ
ー

ト
し
、
山
田
高
校
に
統
合
さ
れ
た
工

業
部
時
代
（
昭
和
24
年
〜
32
年
）
を

経
て
、
昭
和
32
年
に
、
採
鉱
科
、
機

械
科
、
電
気
科
の
3
学
科
（
定
員

4
5
0
名
）
九
ク
ラ
ス
編
成
で
独
立

し
ま
し
た
。

　
昭
和
24
年
か
ら
の
6
年
間
は
、
採

鉱
科
と
機
械
科
の
2
学
科
で
し
た
が
、

昭
和
30
年
、
学
校
関
係
者
を
は
じ
め
、

地
域
の
熱
い
要
望
で
電
気
科
を
新
設
。

当
時
、
学
科
新
設
に
奔
走
し
た
元
教
員

の
松
浦
賢
作
さ
ん
（
昭
和
27
年
〜
昭
和

56
年
ま
で
在
職
、
上
臼
井
在
住
）
は
、

「
福
岡
県
庁
や
県
教
育
委
員
会
に
何
度

も
足
を
運
び
、
当
時
の
校
長
や
教
頭
の

協
力
を
得
な
が
ら
電
気
科
を
設
立
で
き

た
時
の
喜
び
は
、
今
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ

　�
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ん
。
」
と
、
優
秀
な
人

材
を
育
て
る
た
め
に
奮

闘
し
た
当
時
を
振
り
返

り
ま
し
た
。
県
の
認
可

が
降
り
た
の
が
、
来
年

度
の
入
学
志
願
者
の
締

め
切
り
数
日
前
だ
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
無

事
に
定
員
に
達
し
ま
し

た
。
　
ま
た
当
時
は
、
難
関

だ
っ
た
電
検
三
種
と
い

う
国
家
試
験
に
合
格
す

る
た
め
に
、
毎
日
課
外

授
業
を
行
な
う
な
ど
、

生
徒
と
い
っ
し
ょ
に
が

ん
ば
っ
て
い
た
こ
と
を

今
で
も
よ
く
覚
え
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
一
方
、
近
年
で
は
、
平
成
5
年
か

ら
16
年
に
か
け
て
、
土
木
科
の
卒
業

制
作
と
し
て
延
べ
12
棟
の
ロ
グ
ハ
ウ

ス
を
地
域
に
寄
贈
し
た
こ
と
は
記
憶

に
新
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

�������������

　
土
木
科
の
卒
業
生
の
ひ
と
り
の

角
七
蔵
志
さ
ん
（
平
成
15
年
度
卒
業
、

口
春
在
住
）
ら
13
名
は
、
嘉
穂
の
遊

人
の
杜
キ
ャ
ン
プ
場
に
、
ロ
グ
ハ
ウ

ス
を
建
設
し
ま
し
た
。

　
14
人
が
基
礎
班
と
ロ
グ
班
、
測
量

班
に
分
か
れ
て
の
作
業
を
分
担
し
、
3

年
生
の
春
か
ら
準
備
を
進
め
ま
し
た

が
、
雪
で
作
業
で
き
な
い
日
も
あ
り
、

「
卒
業
ま
で
に
な
ん
と
し
て
も
完
成
さ

せ
な
れ
ば
」
と
必
死
に
作
業
を
続
け

ま
し
た
。

　
角
七
さ
ん
は
、
「
一
番
大
変
だ
っ
た

の
は
、
雨
が
降
る
日
も
、
濡
れ
な
が

ら
行
っ
た
木
の
皮
を
剥
く
作
業
で
し

た
。
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
完
成

さ
せ
た
時
の
感
動
は
今
で
も
忘
れ
ら

れ
ま
せ
ん
。
」
と
、
高
校
生
活
の
集
大

成
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
12
棟
の
ロ
グ

ハ
ウ
ス
は
、
今
も
地
域
で
市
民
の
皆
さ

ん
に
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
3
月
1
日
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ

ん
に
「
日
の
出
が
丘
」
と
親
し
ま
れ

た
校
舎
を
、
3
学
科
89
名
の
最
後
の
卒

業
生
が
巣
立
っ
て
い
き
ま
す
。

電気科実習スナップ（昭和56年）

電気科新設に奔走した松浦賢作さん
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　今後も子育てリサイクルセンターを開催していきたいと考えていますので、ご家庭や職場など
で、不用になった子育て用品があれば、お寄せください。
　衣類等をお寄せいただく場合は、洗濯やクリーニングをお願いします。また、リサイクルする
ことができない（使用に耐えない）ものは、ご遠慮いただく場合があります。

　
2
月
14
日
（
木
）、
子
育
て
用
品
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
碓
井
千
歳
会
館
）
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
家
庭
で
使
わ
な
く

な
っ
た
子
育
て
用
品
を
市
民
の
皆
さ
ん
に

持
ち
寄
っ
て
も
ら
い
、
必
要
な
方
が
自
由

に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
「
リ
サ
イ
ク

ル
」
の
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

子
育
て
中
の
世
帯
の
経
済
的
な
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
子

育
て
を
地
域
全
体
で
支
え
て
い
く
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
い
、
こ
の
事
業
を
企
画

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
広
報
紙
や
チ
ラ
シ
、
新
聞

等
で
子
育
て
用
品
を
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

幼
児
用
の
衣
類
や
絵
本
、
辞
書
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
な
ど
約
百
点
が
寄
せ
ら
れ
、
昨
年
の

11
月
に
本
会
が
開
催
し
た
「
子
育
ち
支
援

講
座
」
の
参
加
者
ら
に
、
意
見
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
準
備
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
雨
模
様
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

親
子
21
組
45
名
が
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
、
約

80
点
ほ
ど
の
子
育
て
用
品
を
リ
サ
イ
ク
ル

し
ま
し
た
。
ま
た
、
6
月
に
出
産
を
控
え
た

若
い
夫
婦
は
、
二
人
で
ベ
ビ
ー
服
を
手
に

と
り
な
が
ら
「
こ
れ
は
似
合
う
か
な
？
」

と
楽
し
そ
う
に
話
す
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
寄
せ
ら
れ
て
い
た
参
考
書
や
辞

書
な
ど
も
多
く
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
や
高
校
で
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
制
服
や
体
操
服
、
学
用
品
等
は
決
し

て
安
価
で
は
な
い
の
で
、「
も
っ
と
リ
サ
イ

ク
ル
の
輪
が
広
が
れ
ば
」
と
い
う
声
も
聞

　�

��������������

か
れ
ま
し
た
。

　
同
時
に
開
催
し
た
「
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ

ン
」
は
、
参
加
者
の
交
流
の
場
と
な
り
、

「
お
子
さ
ん
お
い
く
つ
で
す
か
？
」
な
ど
と

声
を
掛
け
合
う
な
ど
、
親
同
士
が
楽
し
そ

う
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で

の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
、
新
た
な
子
育

て
の
輪
が
広
が
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
限
ら
れ
た
時
間
で
の
オ
ー
プ

ン
で
し
た
が
、
よ
り
多
く
の
方
が
気
軽
に

利
用
で
き
る
よ
う
、
3
月
14
日
（
水
）
か
ら

は
下
記
の
と
お
り
オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ
う

準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
こ
の
時
期
は
、
卒
業
と
新
入
学

の
シ
ー
ズ
ン
で
す
の
で
、
ご
家
庭
な
ど
で

使
わ
な
く
な
っ
た
学
用
品
等
が
あ
れ
ば
、

最
寄
の
各
支
部
ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
け
れ

ば
幸
い
で
す
。

熱心にお気に入りの洋服を探す参加者

おしゃべりサロンでほっとひと息

子育て用品等のリサイクルにご協力を！！子育て用品等のリサイクルにご協力を！！子育て用品等のリサイクルにご協力を！！子育て用品等のリサイクルにご協力を！！

子育て用品�
リサイクルセンター

オープン！
子育て用品�

リサイクルセンター

オープン！
子育て用品�

リサイクルセンター

オープン！
～子育てを地域全体で支えるきっかけに～

かまボランティア・�
市民活動センター情報

【2007年3月】

　嘉麻市社会福祉協議会では、障がいのある子どもたちが、学校放課後や長期休暇期間（春・夏・冬休み）に楽
しく過ごせる場所を提供していくため、市内2ヶ所で受け入れを行っています。
　この場所に集まってくる子どもたちと遊んだり、見守りをしてくれるボランティアさんを多数募集しています。
　年齢や性別は問いませんので、可能な時間にボランティア活動に参加してみませんか？

障がいのある子どもたちの見守りボランティア

【活動時間】　平日／午後3時30分～午後7時�
　土曜日・祝日、春・夏・冬休み／午前8時30分～午後5時�

　※日曜日はお休みいたします。�

【活動場所】　旧はぐるま工芸舎（鴨生339　嘉穂養護学校裏）�
　　　　　　山田ふれあいハウス（上山田502-6）�

【ボランティアの内容】�
 　子どもたちの遊び相手、見守りなど

上記に関する申込み・問い合わせ先／嘉麻市社会福祉協議会　かまボランティア・市民活動センター�
■稲築支部　☎42-0751／■山田支部　☎53-0838／■碓井支部　☎62-3538／■嘉穂支部　☎57-3803

※平成19年度から掛金が値下がりしています。�
※補償期間は、加入手続きをされた日の翌日からとなります。

障がいのある子どもたちの見守りボランティア

ボランティア活動に安心して参加していただくため、
嘉麻市社会福祉協議会ではボランティア活動保険の新
規・継続加入の手続きを開始しました。加入を希望さ
れる方は、最寄の支部で手続きを行ってください。�  

【日　　時】　平成19年3月25日（日）　10時～15時
【内　　容】　福地山麓花公園でのピクニックの際の、
　　　　　　障がいのある子どもたちのサポート。

【集合時間】　9時45分
【集合場所】　つばさ学園（嘉麻市下臼井）
【活動場所】　福地山麓花公園
【持ってくるもの】　特になし　（昼食は主催者側で準備）
【募集人数】　2名（年齢・性別は問いません）
【募集締切】　平成19年3月15日（木）
【申込み・問い合わせ先】�
　参加を希望される方や、詳しい内容については、�
　下記までご連絡下さい。

　　　　つばさ学園（知的障害者更生施設）
　　　　  ☎0948-62-5500（担当：平野）

【日　　時】　平成19年3月27日（火）9時～16時
【内　　容】　西・東学童保育所を卒所する3年生を対象に�
　　　　　　実施するお別れバスハイクでの引率補助。

【集合時間】　8時50分
【集合場所】　稲築西・東学童保育所（嘉麻市口春・平）
【活動場所】　夜須高原（※雨天時は変更あり）�   
【持ってくるもの】　特になし（昼食は主催者側で準備）
【募集人数】　4名（年齢・性別は問いません）
【募集締切】　平成19年3月16日（金）

お別れバスハイクでの引率ボランティア

平成19年度のボランティア活動保険加入手続きを開始しました！平成19年度のボランティア活動保険加入手続きを開始しました！

加入期間：平成19年4月1日～平成20年3月31日

プラン種類 Ａプラン Ｂプラン Ｃプラン
掛　　　金 280円 460円 650円

ボランティアを必要としています！！ボランティアを必要としています！！ボランティアを必要としています！！

お別れバスハイクでの引率ボランティア

募集
1

募集
2 ピクニックでの補助ボランティアピクニックでの補助ボランティア募集

3

月曜日から金曜日までの午前9時～午後5時�
※ただし、年末年始、祝日を除きます。皆様のご利用を�
　お待ちしております。

3月14日（水）からのご利用時間
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このコーナーでは、“気になる・知って得する・耳よりな”地域・在宅福祉サービス情報を紹介します。

これらのほかにもさまざまな介護用品を展示し
ていますので、最寄の各支部へお立ち寄りいた
だくか、電話にてお問い合わせください。

介護用品を上手に活用して、安全で快適な日常生活を！！

介
護
体
験
記

シ
リ
ー
ズ

No.9

「

想

い

出

」

倉
　
谷
　
ツ
ギ
ヱ

く
ら
　
　
　
た
に

　
主
人
の
病
気
は
癌
で
し
た
。�

　
発
病
以
来
5
年
、
「
何
か
分
か
ら
な
い
」
と
病
名
を
知
ら
せ
な

い
ま
ま
で
し
た
。
開
腹
手
術
を
し
て
も
腹
水
が
溜
ま
り
、
再
手

術
を
受
け
ま
し
た
。
入
退
院
を
繰
り
返
す
中
、
医
師
か
ら
「
治

ら
な
い
」
と
告
げ
ら
れ
る
と
、
入
院
先
の
病
院
か
ら
怒
っ
て
一

人
で
帰
り
、
そ
の
度
に
私
は
振
り
廻
さ
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

　
病
気
を
し
た
こ
と
の
な
い
主
人
は
、
病
弱
・
気
弱
な
私
を
い

つ
も
に
ら
み
つ
け
て
、
近
所
の
人
々
は
、
「
倉
谷
の
お
じ
さ
ん
は

こ
わ
い
」
と
云
っ
て
い
ま
し
た
。
優
し
い
言
葉
な
ど
全
く
知
ら

な
い
男
と
私
は
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　
頑
固
者
が
癌
に
な
り
、
二
度
の
手
術
を
し
て
も
、
ま
た
腹
水

が
溜
ま
っ
て
、
ま
る
で
臨
月
の
よ
う
に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
で

も
好
き
な
酒
は
や
め
ら
れ
ず
、
私
が
注
意
す
れ
ば
「
又
、
切
り

ゃ
治
る
」
と
云
っ
て
い
ま
し
た
。

　
い
よ
い
よ
死
期
が
近
く
な
っ
た
時
、
主
人
は
布
団
の
中
か
ら

起
き
、
正
座
し
て
「
よ
く
辛
抱
し
て
く
れ
た
ね
。
俺
の
我
が
ま

ま
を
聞
い
て
く
れ
た
ね
」
と
云
っ
て
く
れ
た
の
で
す
。
正
座
し

て
い
る
膝
の
や
せ
た
小
さ
さ
、
こ
け
た
頬
は
、
見
る
に
し
の
び

な
い
心
地
で
し
た
。

　
死
の
寸
前
、
血
を
吐
き
ま
し
た
。
あ
あ
、
も
う
最
後
だ
と
思

っ
た
時
、
私
は
初
め
て
大
声
で
泣
き
ま
し
た
。
「
外
は
大
雨
、
ど

こ
に
も
聞
こ
え
な
い
。
泣
け
ー
」
と
思
っ
て
泣
き
ま
し
た
。

　
早
や
二
十
七
回
忌
も
終
わ
り
、
今
は
懐
か
し
い
想
い
出
の
一

つ
で
す
。
あ
と
は
何
事
も
自
分
で
出
来
る
事
を
精
一
杯
す
る
だ

け
で
す
。

法人運営infomation ～法人の運営状況についてお知らせします～

嘉麻市社協が管理している施設をご利用ください
このコーナーでは、嘉麻市社会福祉協議会が、平成18年11月1日より、�
嘉麻市の指定管理者となった施設を紹介させていただきます。

　山田いこいの家は山々に囲まれた自然の中に位置し、とても静
かな憩いの場となっています。ラドン温泉、人工炭酸泉、また手
前の浴室にはサウナがあり、皆様にたいへん喜ばれ、浴槽内の湯
は毎日入れ換えを行い、源水を使用しています。
　大広間は自由に利用することができ、コミュニケーションの場
となっていますので、皆様ぜひお越し下さい。

【和室の利用】ゆっくりくつろげる部屋が3部屋あり、1回500円（3時間未満）で、1時間延長ごとに200円追加料金がかかります。

指定管理�
施設紹介

No.2

”
梅
ま
で
は
見
る
事
出
来
た
　�

　
　
　
　
桜
よ
桜
は
や
く
匂
へ
よ
病
む
夫
の
為 

“

は
な

は
な

つ
ま

　嘉麻市社協では、一人ひとりの状態にあった介護用品をご使用いただけるよう各支部に介護用品
の展示スペースを設け、取り扱い事業者と連携し、販売の仲介を行っています。
　今回は嘉穂支部での人気商品をご紹介しますので、ぜひご参考にされてみてください。

ピジョンかるる女性用�
ショーツタイプ（1,980円）

ポータブルトイレ用消臭シート�
【30枚入】（600円）

アルミ製伸縮杖（2,940円）

1位1位

2位2位

3位3位

人気商品BEST3

パッドのいらない軽い失禁用の
ショーツ。抗菌防臭加工で不快
なにおいを防ぎます。

ポータブルトイレに入れるシー
トタイプの消臭剤。シートが水
に溶け、消臭効果を発揮します。

10段階の長さ調節が可能な杖で
す。手首にかけることができる
ストラップ付。

■稲築支部【稲築住民センター内】
　☎（0948）42-0751

■碓井支部【碓井千歳会館内】
　☎（0948）62-3538

■山田支部【山田ふれあいハウス内】
　☎（0948）53-0838

■嘉穂支部【嘉穂老人福祉センター内】
　☎（0948）57-3803

山田いこいの家 嘉麻市熊ヶ畑2173番地1　☎52-1681

【開館時間】…午前10時から午後9時まで

【浴場利用時間】…午前11時から午後9時まで

【休 館 日】…毎週木曜日、12月30日、12月31日

当日券
200円
100円
100円

回数券（12回利用分）
2,000円
1,000円
1,000円

一　般（13歳以上から69歳以下）
高齢者（70歳以上）
小学生（6歳以上から12歳以下）
幼　児（5歳以下） 無　　　料
※身体障害者手帳所持者、療育手帳所持者の方は半額となります。

下記の施設において、平成19年度登録パート職員の募集をおこないます。

○開催日　平成19年2月14日（水）�
○場　所　嘉麻市社会福祉協議会　稲築住民センター�
○議案等　議案第23号　一般会計・収益事業会計第2次補正予算（案）について�
　　　　　議案第24号　介護保険事業経営改善（案）について�
　　　　　報告第07号　旧はぐるま工芸舎改修工事入札結果について 

第11回  理事会

○開催日　平成19年2月21日（水）
○場　所　嘉麻市社会福祉協議会　稲築住民センター�
○議案等　議案第09号　一般会計・収益事業会計第2次補正予算（案）について

第 7 回  評議員会
嘉麻市社会福祉協議会では、�

右記のとおり第11回理事会、�

第7回評議員会を開催しました。

理事会・評議員会�
開催状況

嘉麻市社会福祉協議会では、�

右記のとおり第11回理事会、�

第7回評議員会を開催しました。

平成19年度 登録パート職員募集！！平成19年度 登録パート職員募集！！

平成19年3月1日（木）～ 平成19年3月16日（金）　8：30～17：00（土・日は不可）

社会福祉法人　嘉麻市社会福祉協議会 　　嘉麻市岩崎 1143-3 　  ☎0948-42-0751

所定の登録パート職員履歴書兼登録用紙（写真添付）に必要事項を記入し、嘉麻市�

社会福祉協議会稲築支部に、事前に電話連絡をしてからご持参ください。

（登録パート職員履歴書兼登録用紙は、当社会福祉協議会 稲築支部、山田支部、�

なつきの湯、山田いこいの家にありますので、必要な方は職員に申し出てください。）

3～ 4日程度／月 10日前後／月

⑴稲築社会福祉センター

( 嘉麻市岩崎1117-2 )

勤 　 務 　 地

（住　所）

勤　務　内　容 施設内外の清掃及び接客に関すること

※多少異なることがありますので 、あらかじめご了承ください。

勤　務　時　間

勤　務　日　数

登　録　方　法

受付及び問合せ期間

受付及び問合せ先

⑵稲築老人憩の家

( 嘉麻市岩崎1117-2 )

⑶なつきの湯

( 嘉麻市鴨生24-10 )

⑷山田いこいの家

( 嘉麻市熊ヶ畑2173-1) 

16：45～ 20：45 09：00 ～13：00
①09：30～14：30

②14：30～19：30

③19：30～24：30

08：30～13：00�

13：00～17：00

17：00～21：30

理事会・評議員会�
開催状況
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4月ふれあい映画会スケジュール4月ふれあい映画会スケジュール

葬儀申込時に、「嘉麻市社会福祉協議会の
指定でお願いします。」とお伝えください。
葬祭にかかる費用の一部について割引を受
けることができます。

飛鳥会館 南斎場 10948-42-4241

● ご連絡下さい。365日・24時間承ります。
● わかりやすい料金体系。ホール使用料は無料です。�
● お斎（とき）は、寿会館の本格京風会席です。

嘉麻市漆生298-1

いすや会館　　　　　　　　☎0948-57-4444�
セレモニーホールおおつか　　☎0948-52-1212�
かほ葬祭　あじさい会館　　☎0948-62-5566�
善光会館　稲築会場　　　　☎0948-83-5000�
おかむら葬祭　岡村会館　　☎0948-42-4420

嘉麻市社会福祉協議会指定葬祭場は、飛鳥会館
南斎場を含め、市内に6ヶ所あります

嘉麻市社会福祉協議会指定葬祭場

04月19日（木）

04月25日（水）

ひばりの森の石松�

木枯らし紋次郎

美空ひばり

菅原文太

上　映　日 上　映　作　品 主　　　演上 映 場 所 時　　　　間
13：00～14：30�

13：00～14：30

稲築支部／稲築社会福祉センター�

嘉穂支部／夢サイトかほ

お問い合わせ先：稲築支部　☎42-0751・嘉穂支部　☎57-3803

※稲築支部については、条例に基づく入館料が必要です

鑑賞無料
�����

寄
附
　
香
典
返
し�

　
1
月
16
日
か
ら
2
月
15
日
受
付
分�

�

●
山
田
支
部
受
付
分�

【
香
典
返
し
】

（
百

々

谷
）

　
親
族
　
徳
　
留
　
ハ
ル
ノ
　
様

　
故
　
　
徳
　
留
　
明
　
盛
　
様

（
尾
浦
第
一
）

　
親
族
　
広
　
瀬
　
常
　
勝
　
様

　
故
　
　
広
　
瀬
　
ヤ
ス
エ
　
様

（
尾
浦
第
二
）

　
親
族
　
大
　
住
　
利
　
光
　
様

　
故
　
　
大
　
住
　
澄
　
夫
　
様

（
神
　
　
幸
）

　
親
族
　
井
　
上
　
祥
　
子
　
様

　
故
　
　
井
　
上
　
宰
　
　
　
様

（
本
　
　
町
）

　
親
族
　
島
　
川
　
愛
　
生
　
様

　
故
　
　
島
　
川
　
サ
　
ダ
　
様

　
親
族
　
大
　
重
　
貞
　
雄
　
様

　
故
　
　
大
　
重
　
ナ
ヲ
ヱ
　
様

（
木
　
　
城
）

　
親
族
　
奈
　
須
　
新
　
　
　
様

　
故
　
　
奈
　
須
　
キ
ク
エ
　
様

（
筑
　
　
紫
）

　
親
族
　
山
　
本
　
隆
　
雄
　
様

　
故
　
　
山
　
本
　
チ
ョ
ウ
　
様
　

（
猪

之

鼻
）

　
親
族
　
濱
　
　
　
守
　
　
　
様

　
故
　
　
濱
　
　
　
八
重
子
　
様

（
蛭
　
　
子
）

　
親
族
　
佐
　
藤
　
武
　
則
　
様

　
故
　
　
佐
　
藤
　
シ
ノ
ブ
　
様

��

�����

（
三
菱
第
一
）

　
親
族
　
山
　
田
　
信
　
義
　
様

　
故
　
　
山
　
田
　
千
代
美
　
様

（
中
山
田
下
）

　
親
族
　
吉
　
村
　
精
　
剛
　
様

　
故
　
　
松
　
岡
　
サ
カ
ヱ
　
様

（
立
　
　
石
）

　
親
族
　
坂
　
田
　
幸
　
香
　
様

　
故
　
　
坂
　
田
　
タ
キ
セ
　
様

（
古
　
　
河
）

　
親
族
　
光
　
井
　
雅
　
碩
　
様

　
故
　
　
光
　
井
　
敦
　
子
　
様

（
宮
　
　
地
）

　
親
族
　
石
　
井
　
孝
　
　
　
様

　
故
　
　
島
　
田
　
ミ
ツ
子
　
様

【
一
般
寄
附
】

　
古
　
　
河
　
江
藤
シ
ゲ
子
　
様
　

【
ア
ル
ミ
缶
】

　
百

々

谷
　
吉
元
　
悦
子
　
様

　
本
　
　
町
　
室
井
　
保
夫
　
様

　
三
菱
第
一
　
石
井
　
留
吉
　
様

　
下
　
　
宮
　
（
有
）大
塚
葬
祭
様

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

　
三
菱
第
一
　
上
山
田
小
学
校
生
徒
一
同
様

　
三
菱
第
一
　
石
井
　
留
吉
　
様

　
木
　
　
城
　
大
塚
　
静
　
　
様

　
大
　
　
橋
　
姉
川
　
亮
太
　
様

　
本
　
　
町
　
室
井
　
保
夫
　
様

　
百

々

谷
　
龍
　
　
美
恵
子
様

【
古
切
手
】

　
中
山
田
上
　
双

中

商

事

様

　
本
　
　
町
　
サ
ル
ビ
ア
パ
ー
ク
職
員
一
同

様

　
三
菱
第
一
　
嘉
麻
市
山
田
庁
舎
保
護
課
様

【
子
育
て
リ
サ
イ
ク
ル
】

　
尾
浦
第
二
　
吉
丸
　
公
隆
　
様

　
中
山
田
下
　
谷
川
　
正
守
　
様

●
稲
築
支
部
受
付
分�

【
香
典
返
し
】�

（
漆
生
中
央
）�

　
親
族
　
野
　
口
　
良
　
子
　
様�

　
故
　
　
野
　
口
　
房
　
子
　
様�

　
親
族
　
大
　
里
　
靜
　
香
　
様

　
故
　
　
大
　
里
　
健
　
治
　
様

（
銭

代

坊
）�

　
親
族
　
森
　
田
　
悦
　
子
　
様�

　
故
　
　
森
　
田
　
マ
　
ス
　
様

（
鴨

生

町
）�

　
親
族
　
山
　
崎
　
浩
　
幸
　
様

　
親
族
　
宮
　
本
　
み
よ
子
　
様

　
故
　
　
山
　
崎
　
一
　
男
　
様

　
親
族
　
中
　
島
　
英
　
幸
　
様

　
故
　
　
中
　
島
　
千
津
子
　
様

（
平

第

一
）�

　
親
族
　
西
　
田
　
正
　
美
　
様

　
故
　
　
西
　
田
　
和
　
子
　
様

（
西

岩

崎
）�

　
親
族
　
島
　
本
　
捷
　
昭
　
様

　
故
　
　
島
　
本
　
ナ
セ
子
　
様

　
親
族
　
福
　
沢
　
道
　
子
　
様

　
故
　
　
福
　
沢
　
秀
　
之
　
様

　
親
族
　
興
　
梠
　
満
　
春
　
様

　
故
　
　
興
　
梠
　
ハ
ル
ヨ
　
様

（
枝
　
　
坂
）�

　
親
族
　
藤
　
井
　
義
　
幸
　
様

　
故
　
　
藤
　
井
　
マ
ス
コ
　
様

（
口
　
　
春
）�

　
親
族
　
藤
　
川
　
美
智
子
　
様

　
故
　
　
藤
　
川
　
律
　
子
　
様

（
　

屏

　
） �

　
親
族
　
江
　
藤
　
正
　
行
　
様

　
故
　
　
江
　
藤
　
ツ
ル
ヱ
　
様

（
平
　
　
山
）�

　
親
族
　
松
　
隈
　
紗
智
子
　
様

　
故
　
　
松
　
隈
　
成
　
久
　
様

（
鴨
生
第
一
）�

　
親
族
　
長
　
田
　
健
　
二
　
様

　
故
　
　
長
　
田
　
マ
ツ
ヱ
　
様

（
山
　
　
下
）�

　
親
族
　
吉
　
田
　
隆
　
　
　
様

　
故
　
　
吉
　
田
　
清
　
　
　
様�

【
一
般
寄
附
】

　
銭

代

坊
　
原
田
　
政
人
　
様�

【
リ
ン
グ
プ
ル
】

　
グ
ラ
ン
ド
ベ
ル
ズ
飯
塚
様�

【
使
用
済
み
テ
レ
カ
】

　
岩
　
　
崎
　
匿
　
　
　
名
　
様�

【
入
浴
剤
】

　
平
　
　
東
　
国
武
ミ
ツ
ヨ
　
様

　
平
　
　
東
　
井
下
ツ
ギ
子
　
様

　
鴨
生
第
二
　
馬
場
五
十
鈴
　
様

【
茶
葉
】

　
緑

ヶ

丘
　
匿
　
　
　
名
　
様

【
子
育
て
リ
サ
イ
ク
ル
】

　
山
野
第
一
　
鼻
中
　
次
郎
　
様�

�

●
碓
井
支
部
受
付
分

【
香
典
返
し
】

（
新
　
　
道
）

　
故
　
　
坂
　
本
　
ユ
キ
コ
　
様

（
飯
　
　
田
）

　
親
族
　
松
　
隈
　
佳
　
男
　
様

　
故
　
　
松
　
隈
　
孝
　
祐
　
様

　
親
族
　
砂
　
川
　
豊
　
　
　
様

　
故
　
　
砂
　
川
　
キ
ヨ
ミ
　
様

【
子
育
て
リ
サ
イ
ク
ル
】

　
桂

川

町
　
塘
田
貴
美
子
　
様

　
下
臼
井
西
　
田
中
千
津
代
　
様

　
平

第

一
　
服
部
　
陽
子
　
様

　
上
　
　
　
　
田
中
　
陽
子
　
様

　
さ
く
ら
が
丘
　
大
場
　
睦
子
　
様

●
嘉
穂
支
部
受
付
分

【
香
典
返
し
】

（
大
　
　
隈
）

　
親
族
　
渡
　
邊
　
順
　
子
　
様

　
故
　
　
渡
　
邊
　
恭
　
沖
　
様

��

（
下
　
　
益
）

　
親
族
　
秋
　
山
　
憲
　
史
　
様

　
故
　
　
秋
　
山
　
信
　
子
　
様

（
芥
　
　
田
）

　
親
族
　
大
　
野
　
い
つ
子
　
様

　
故
　
　
大
　
野
　
実
　
　
　
様

（
泉

河

内
）

　
親
族
　
青
　
柳
　
弘
　
美
　
様

　
故
　
　
青
　
柳
　
ヒ
デ
子
　
様

（
小

野

谷
）

　
親
族
　
石
　
井
　
重
　
利
　
様

　
故
　
　
石
　
井
　
忠
　
義
　
様

【
子
育
て
リ
サ
イ
ク
ル
】

　
中
　
　
益
　
匿
　
　
　
名
　
様

�����

　
会
員
と
し
て
、
次
の
方
々
に
ご
加

入
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

（
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）�

　
1
月
16
日
か
ら
2
月
15
日
受
付
分

● 

山
田
地
域�

【
個
人
会
員
】�

〈
熊
ヶ
畑
第
一
〉
大
里
喜
久
雄
（
二
口
）・

大
里
京
子
（
二
口
）
・
江
藤
久
人
・
大

里
梶
栄
・
大
里
優
子
・
大
里
速
・
大

里
初
男
・
大
里
恵
・
友
田
雅
則
・
広

瀬
ス
ズ
ヱ
・
財
津
吉
美
・
大
里
ミ
ツ
ヱ�

〈
熊
ヶ
畑
第
二
〉
赤
崎
恵
美
子
・
大
里

和
久
・
大
里
美
郁�

〈
百
々
谷
〉
匿
名
十
三
名

〈
尾
浦
第
一
〉
酒
井
リ
ツ
子
・
松
本
健

三
・
松
本
由
美
子�

〈
尾
浦
第
二
〉
市
成
ノ
ブ
子
・
松
尾
ヒ

サ
ヨ
・
永
田
国
雄
・
宮
本
サ
カ
エ
・

北
川
ハ
ヤ
子�

〈
天
　
　
神
〉
諌
山
一
政
・
城
丸
貴
久

枝
・
赤
木
松
夫
・
岩
下
優
子
・�

岡
村
猪
之
輔
・
島
田
久
子
・
島
田
睦

男
・
城
丸
正
治
・
鳥
居
香
代
子
・
中

野
達
男
・
松
岡
一
彦
・
松
岡
梅
香
・

松
岡
由
美
・
米
沢
成
美
・
井
上
智
子
・

井
上
誠
・
江
藤
富
美
子�

〈
西
　
　
川
〉
天
川
由
美
子
・
天
川
憲

次
・
八
尋
敬
司
・
松
吉
知
橿
・
戸
田

キ
ヌ
子�

〈
本
　
　
町
〉
占
部
祥
子
・
渡
辺
保
弘
・

権
藤
フ
ジ
ヱ�

〈
下
　
　
宮
〉
内
橋
伸
彰
（
二
口
）
・
大

塚
秀
樹
・
古
賀
聖
一
・
本
岡
サ
ナ
エ�

〈
木
　
　
城
〉
有
吉
靖
子
・
樋
口
チ
エ

子
・
松
岡
秀
和
・
伊
藤
久
利
・
大
塚

和
子
・
大
塚
静
・
松
岡
光
昭
・
松
本

俊
幸
・
大
里
英
雄
・
大
塚
憲
治
・
大

塚
美
津
子�

〈
筑
　
　
紫
〉
豊
田
敏
雄
・
荒
平
竹
義
・

江
藤
登
志
子
・
岡
本
慶
子
・
片
岡
敏

子
・
近
藤
ハ
ツ
ヱ
・
中
尾
八
重
子
・

平
嶋
彰
・
宮
崎
栄
一
・
村
坂
久
馬
・

山
本
隆
雄
・
養
繁
子�

〈
大
　
　
橋
〉
匿
名
・
森
佐
代
子
・
森

善
郎
・
深
町
紀
子
・
藤
井
春
男�

〈
中
　
　
央
〉
大
内
田
実
・
手
島
ト
メ

子
・
手
島
晴
海
・
縄
田
重
子
・
渡
辺

進
（
二
口
）�

〈
蛭
　
　
子
〉
大
久
保
昌
之�

〈
さ
く
ら
が
丘
〉
大
庭
敏
之
・
浜
野
美
雪�

〈
三
菱
第
一
〉
山
下
末
男
・
大
河
内
マ

サ
子�

〈
三
菱
第
二
〉
永
嶋
陽
・
永
嶋
晃
明
・

永
嶋
修
身
・
永
嶋
友
明
・
永
嶋
友
二
・

柴
田
俊
夫
・
柴
田
　
子
・
東
伊
牟
田

昇
・
東
伊
牟
田
ア
サ
子
・
市
川
皓
子
・

松
尾
真
由
美
・
大
河
内
ア
イ
コ
・
大

河
内
正
子
・
森
和
子�

〈
ゆ
う
ひ
が
丘
〉
関
政
三
・
石
田
ス
ミ

子
・
大
久
保
清
明
・
大
山
ミ
チ
エ
・

川
上
紀
美
子
・
坂
本
誠
・
関
光
子
・

田
中
久
子
・
中
西
タ
カ
子
・�

中
村
鈴
枝
・
中
山
毅
・
松
岡
康
則
・

許
斐
克
子
・
野
上
繁
幸
・
延
永
孝
夫
・

原
好
信
・
森
友
光
子
・
川
上
光
雄
・

川
上
信
子
・
木
村
富
美
子
・
大
坪
正

信
・
筒
井
悦
子
・
倉
地
勝
子
・
光
安

悦
子�

〈
長
　
　
野
〉
木
村
純
也�

〈
中
山
田
上
〉
大
畑
忠
義
・
新
井
義
孝
・

新
井
藤
子
・
吉
塚
戊
・
吉
塚
愛
子
・

吉
塚
仁
・
広
津
幸
子
・
日
高
巌
・
赤

間
秀
人�

〈
中
山
田
下
〉
豊
重
子
（
五
口
）
・
藤
田

涌
子
・
赤
井
ミ
チ
子
・
朝
久
静
枝
・

足
立
賢
太
・
植
木
卓
・
植
木
待
子
・

木
下
幸
三
・
倉
智
イ
セ
子
・
佐
伯
ト

シ
子
・
小
場
佐
勇
・
手
島
利
之
・
中

村
博
紀
・
奈
木
野
ト
シ
子
・
深
水
邦

泰
・
藤
崎
芳
弘
・
藤
田
幸
森
・
堀
ハ

ツ
エ
・
松
井
正
吉
・
箕
田
ヤ
ヨ
イ
・

森
永
金
保
・
吉
永
静
子
・
山
辺
政
枝
・

磯
崎
稜
子
・
水
上
榮
二
（
二
口
）
・
小

屋
松
勉
・
岸
本
敏
光
・
岸
本
道
子
・

佐
藤
治
良�

〈
立
　
　
石
〉
白
石
文
代�

〈
新
　
　
原
〉
足
立
信
一
・
酒
井
照
正�

〈
山
　
　
下
〉  

　
博
嘉
・
花
岡
清
隆�

〈
石
ヶ
崎
〉
竹
田
敏
明
・
藤
原
弘
子
・

山
田
信
之�

�【
法
人
会
員
】

〈
中
山
田
下
〉
山
田
自
動
車
（
株
）�

〈
長
　
　
野
〉
（
有
）す
え
ひ
ろ�

�

● 

稲
築
地
域

【
個
人
会
員
】�

〈
漆
生
南
部
〉
森
ニ
チ
（
二
口
）

〈
漆
生
老
松
〉
木
山
淳
一
（
二
口
）

〈
新
山
野
〉  

十
七
組
（
二
口
）

〈
西
岩
崎
〉
前
田
浩
明
（
二
口
）

〈
市
　
　
内
〉
下
木
屋
篤
・
下
木
屋
初
代�

�

● 

碓
井
地
域

【
個
人
会
員
】

〈
光
　
　
代
〉
花
岡
英
一

〈
下
臼
井
西
〉
山
内
満
親
（
二
口
）

〈
飯
　
　
田
〉
小
野
利
幸
・
山
中
俊
二

〈
上
臼
井
下
〉
福
田
隆
一
（
五
口
）・
和

田
薫

〈
上
臼
井
上
〉
松
浦
賢
作

〈
出
　
　
川
〉
川
田
　
悟

〈
地
域
福
祉
推
進
委
員
〉
竹
島
寿
男
・

匿
名
・
春
永
博
幸
・
江
藤
司
・
永
井

信
江
・
原
田
栄
子
・
和
田
秀
美
・
横

山
利
恵
子
・
坂
口
陸
海

● 

嘉
穂
地
域

【
個
人
会
員
】

〈
中
　
　
益
〉
永
　
由
紀
子
・
石
飛
和
子

〈
五
日
町
〉
宮
原
亜
由
美
・
宮
原
健
次�

〈
桑
　
　
野
〉
渡
辺
季
好
・
渡
辺
て
つ

子
・
有
江
透
・
大
里
洋
司
美
・
大
里

芳
雄
・
大
里
雄
二

〈
嘉
穂
才
田
〉
田
中
重
仁
・
田
中
か
お

り
・
原
田
英
保�

〈
百
　
　
谷
〉
伊
藤
利
恵�

〈
千
　
　
手
〉
松
尾
譲
司�

〈
下
牛
隈
〉
畠
中
亨
・
畠
中
明
美�

�

● 

市
外
会
員

【
個
人
会
員
】

〈
桂
川
町
〉
藤
中
英
数
・
藤
中
こ
ず
え�

〈
福
津
市
〉
田
中
智
洋�

〈
そ
の
他
〉
匿
名�

�【
法
人
会
員
】�

〈
川
崎
町
〉
長
弘
商
店

嘉
麻
市
の
住
民
の
皆
様
方
か
ら
、�

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

嘉
麻
市
の
住
民
の
皆
様
方
か
ら
、�

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
な
た
の
会
費
が
、社
協
の
地
域�

福
祉
活
動
を
支
え
て
い
ま
す


